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染色排水処理の研究に携わって
化学技術部環境技術担当主任研究員中岡 元准言

1. はじめに

昭和46年に水質汚濁防止法（以下、水濁法と呼ぶ）

が施行されて四世紀以上が経過し、当時「公害」と

呼ばれていたものが「環境」と呼ばれる時代になっ

ている。この間、法規制は何段階かを経て強化され、

それに対応するため、県内の染色整理業や化学工業

などでは、様々な対策がなされてきた。当センター

においてもそれに呼応して排水処理技術研究が行わ

れ、多〈の知見を得てきた。本稿では、箪者らが携

わってきた染色排水処理研究の概要について述ぺて

みたい。

2. 公設試としての取り組み

性が異なっている。センター（当時は試験場）の染

色部では、それらの工程を分別して処理することを

前提に、精練排水を対象に生物処理の研究を開始し

た。そして、当該排水に対しては、生物処理が最適

であることを明らかにした”。

● 和歌山県には染色整理業や化学工業など用水消枝

この研究と相前後して、全国でも繊維、染色系公

設試を中心に多〈の機関で染色排水処理の研究が行

われた。そこで得られた知見が集積され、昭和51年

の暫定基準期限後には、 1疑集処理に加えて生物処理

を採用する事業所が大幅に増加した。これは非常に

適切な選択であり、それに果たした全国の公設試の

役割は極めて大きなものであった。当時乱立してい

た水処理メーカーにのみ穎っていたのでは、間違っ

た選択をする事業所も多〈出たのではないかと思う 。

型産業が多く、必然的に使用後の汚濁した排水を処

理しなければならない。特に染色工業では、その処

理水質は、下水道整備事業の遅れもあって、河川放

流の基準を満たす必要があった。さらに河川は瀬戸

内海域につながっているため、 CODの楼度規制、総

誠規制の適用を受ける。このことから、染色工場に

おいては排水処理対策が昭和40年代当初から重要な

課題となってきた。これらの理由から、センターで

は、排水処理の研究に水濁法制定当初からかかわっ

てきた。

染色排水処理に関する研究の歴史は古〈、昭和14

年には、化学薬品による凝集法についての報告がみ

られる I)。その後多〈の研究が行われ、「染色排水の

処理は凝集法で」というのが常識となった。染色排

水の特性から、凝集法は避けては通れないのは確か

である。しかし、染色排水には、染色工程からの排

水と糊抜き精練などの下晒し工程からの排水（以下、

精練排水と呼ぶ）が含まれており、それらは全〈特
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公設試がその役割を十分果たし得たのは、ーにも

ニにも現場を知っていたからである。公設試の強み

は企業と直接接触でき、生の声を聞けるところにあ

ると思う 。研究公務員の在り方が問われている今、

できるだけ現場に出向き、企業とともに生きるとい

う気持ちを大事にし、心がけたいと思う 。

3. 処理装置導入以後
昭和51年以後もセンターでは引き続いて染色排水

処理の研究が行われ、精練排水に含まれるPVA(ボ

リビニルアルコール）の処理に関して新たな知見を

得た。PVAの分解に関しては、土壌より PVA分解歯

が分離され＂、分解酵素も明らかにされている 4) 0 

箪者らは通常の活性汚泥微生物群によっても、 PVA

をオゾン酸化前処理を行うことで容易に分解される

ことを見いだした”。

この研究では主目的が他にあったため、より 詳細

な検討を加えるには至らなかったが、その知見は、
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CMC(カルポキシメチルセルロース）の処理研究に

役立ったと思う 。CMCは捺染糊として多用されてい

る合成高分子であるが、CMC分解活性を有する細菌

を用いても粘度低下（分子量低下）が生じるのみで、

無機化までの分解は進まない 6)。過酸化水素共存の

もとで、緩衝液を用いてpH制御したオゾン酸化前処

理を行ったところ、オゾン酸化と生分解によって完

全な無機化が達成された。（図 1) 7)。
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オゾン酸化と生分解によるCMC水溶液
(0.1%濃度）のTOC変化

オゾン醸化時間： O min. (● ）； 30 min. (A ); 
Amin.(●）； M min. (● ）； 1241 min. (▼ ）． 

CMC水溶諏はKolthoffの麟膏諏でpHを7に調整．

さらに出02を100四 /Q濃度で共存させている．
これらの作用によってOHラジカルの生成が促進
され、 CMCの完全な無機化が違成されていること
がわかる．

処理装置導入以後では、維持管理技術とコスト削

減も主要な課題となってきた。よく論議の対象とな

ったのが凝集処理を先に行うか、生物処理を先に行

うかであった。この点について、加工素材や加工布

の形態や加工方法の異なる排水について検討を行っ．

たが、多くの排水について、生物処理を先に行う方

式が維持管理およぴコスト削減の面から有利である

ことが明らかになった 8)。この研究では、当時目新

しかったゲルクロマトグラフィーの手法を用いて水

質犠牲を解析し、生物処理によって凝集処理性が改

善されることを示した。残念なことに、染色排水の

中でも生物阻害性の強い排水にあっては、凝集処理

を先に行っている。生物処理を先に行うことの利点

は大きく、最近の技術を再点検し、今一度俎上に載

せてみたいものである。

4. 脱色処理

染色排水を特徴づけている「着色」という審美上

の水質に関しては、水濁法では規制されていない。

これは、着色成分の濃度が一般的に低く、環境負荷

として悪影響を及ぽすことは殆どないとの認識や、

規制に耐える色の測定方法が確立されていないこと、

さらにはCOD規制でもある程度の着色も規制できる

などの理由による。しかし、水辺環境にアメニティ

ー要素を求める住民意識の高揚もあって、和歌山市

では初めての本格的な色規制といわれる「着色度等

規制条例」が平成 3年10月に制定された。

尤も、法的な規制のない頃からでも、着色の著 し

い排水を流すことは社会的に許されることでなく ；

企業においても脱色には真剣に取り組んできた経緯

がある。また、国公立の多くの機関でも活発な研究
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が進められてきた。

筆者らも、活性汚泥処理において一部の染料が微

生物の吸着作用によ って除去されるという事実に注

目し、余剰汚泥による染料除去技術を、まず検討し

た。そして、余剰汚泥と染料を等電点以下のpHで接

触させることによ って、余剰汚泥の染料吸着能が著

しく増大し、凝集法と同程度の脱色率が得られるこ

とを明らかにした 9)。ここでの脱色は、カチオン高

分子凝集剤による脱色およぴカチオン化木綿やカチ

オン化木粉のようなカチオン化材料を吸着剤とした

脱色と同じ機構で生じる。汚泥を等電点以下とする

には相当のエネルギーを要することなどから、現実

の技術とはなり得なかったものの、各種脱色剤の開

発に知見を与えたものと思う 。

その後は、生物処理による脱色を検討した。これ

には、スラ ッジの発生を抑制した処理システムの構

築を目指したいという目的があった。着色成分を水

系内で溶存形態のまま除去することが、スラ ッジの

発生の抑制につながる。合成染料は好気的条件では

殆ど生分解を受けないが、メチルレ ッドは無機化ま

での分解を受けることは知られていた10)。

筆者らは、メチルレ ッド生分解の確認の中で、分

解には酵母エキスに含まれるある種のピタミンの共

存が効果的であることや、無機化に至る過程で芳香

族アミンが生成することなどを明らかにした II)。筆

者らが合成染料の好気的な生分解を確認したいのは

メチルレ ッドのみであった。自然界を広く検索すれ

ば、反応染料のような構造の染料であっても好気的

に査化する微生物を単離できるとは考えられるが、

これまでの経験から、そのような能力を持つ微生物

の存在は極めて少ないと推定される。 しかし、嫌気

的条件での生分解では（図 2)に示すように、酵母

エキスのような電子供与体の共存下で、アゾ系反応

染料が速やかに脱色されること、ならびに電子供与

体として精練排水が利用できることを確認した12)。

さらに、嫌気的条件においても分解代謝物として芳

香族アミンが生成することを示し、それを好気的に

生分解できる条件を見いだした13) 0 
100.,. 
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嫌気的条件下でのReactiveOrange 12(200mg/ e 
濃度）の生分解（脱色）における共存物質の効果

共存物質：醇母エキス（ ● )；グルコ ース<•);
でんぶん（ ● ）； PVA (● ）；精練緋水 (20%) (T ) 

それぞれ50011g/〇濃度で共存させたときの効果を示
す ．醇母エキスの共存が効果的だが、最終的にはでん

ぶんが値を精練緋水の共存は醇母エキスの共存と同

程度の効果を与 えていることがわかる．
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これらの知見を集積して、染色工場に「嫌気ー好

気性生物処理パイロ ットプラント」を設置し、実排

水の処理を行い、良好な結果を得た 14)。ただ、硝酸

イオンとアゾ染料が共存するとき、脱窒素が優先す

る現象が見られた。これは、ベンチスケールの実験

では未確認であったが、脱窒素と脱色を生物学的に

行わせるときには極めて重要な点であり、早急に再

検討を行いたい。

． 

． 

5. 窒素およぴ廃棄物対策
今年10月から染色工業、化学工業などでは、窒素、

燐の規制が全国一律基準値に移行する。綿織物捺染

工場では多量の尿素を使用することから、様々な対

応策が検討されている。最終的に排水処理で対応せ

ざるを得なくなる可能性もあり、センターでは平成

8年度から窒素除去研究に取り組んできた。研究開

始当初は、染色排水に対する窒素処理の報告は殆ど

見あたらず、試行錯誤の連続であった。物理化学的

方法としてMAP法を、生物学的方法として嫌気ー好

気循環式処理法を検討してきたが、要点は、如何に

速やかに尿素を分解してアンモニアの形態とするか

にある。生物学的方法ではそれに加えて、硝化反応

を促進させる必要がある。

現在、微生物の固定化技術を活用して目的達成へ

の努力を行っているが、生物学的方法はイニシャル

コスト面での課題も多く、将来の技術といえる。し

かし、窒素、燐に関しては閉鎖性水域での総屈規制

も検討されており、今後さらに厳しい基準が設けら

れる可能性もあるため、生物学的方法を研究する意

義はあると思われる。

一方、 和歌山市の着色条例試行以後、増大した廃

棄物の問題であるが、その処理、処分は排水処理装

置迎入依頼背負ってきた課題である。箪者らも、発

生量の削減およぴ安全処分のための減容や安定化な

どについて、さまざまな切り口からアプローチを行

ってきたがこれまでのところ生物処理の推進による

発生最の抑制以外、明確な方向を見いだせずにいる。

この課題解決には多分野の専門家集団による息の

長い研究が必要と思われる。幸い、文部省科学研究

代重点領域研究に「ゼロエミ ッション を目指した物

質循環プロセスの構築」が指定され、全国の大学で

研究が開始されようとしているのは朗報である。我々

公設試に所属している者としては、参画されている

大学の先生方のご指迎を受け、課題解決の糸口をつ

かむよう努めたい。

6. おわりに
私事にわたって恐縮ですが、 箪者はここで紹介し

た研究以外にも、分離菌株による染色助剤の生分解

15) について検討を加えてきましたが、昨年10月には、

それらの研究を「捺染系染色排水の処理に関する研

究」としてまとめ、姫路工業大学から工学博士の学

位を授与されました。これも多〈の方々のご指導と

励ましの賜物と厚〈感謝申し上げます。

今後とも前述したテーマや廃棄物の発生を抑制し

た排水処理技術の研究に携わり、微力ではございま

すが産業界のお役に立ちたいと考えています。関係

者のご協力をお願いして、拙稿を終わらせて頂きま

す。

7. 参考文献
1) R.Porges; Sewage Works Jour.,11,828 (1939) 
2)真田次郎、小出宏、久保田静男、谷正博、中岡元信；和
歌山県工業試験場 昭和49年度研究報告、 p.8(1974) 
3) T.Suzuki,Y.lchihara,M.Yamada and K.Tonomura ; 
Agric.Biol.Chem辺746(1973) 
4) Y.Watanabe,M.Morita,N.Hamada and Y.Tsujisaka ; 
Agric.Biol.Chem,39,224 7 (1975) 
5)中岡元信；加工技薪、 14(II) 48 (1979) 
6)武尾正弘、中岡元信、面敬二、謀田英資、前田嘉道；水
処理技術、塗，57(1997) 
7) M.Takeo,M.Nakaoka,K.Hata,E.Takata and 
Y.Maeda ; Sen'! Gakkaishi臨 125(1997) 
8)中岡元信；染色工業、迅見76(1984) 
9)中岡元信、南広己、武尾正弘、前田嘉道；繊学誌、翌， T-
69 (1983) 
10) T.Zimmermann,H.G.Kulla and 
T.Leisinger ; Eur.J.Biochem.m,197 (1982) 
11) M.Nakaoka,S.Tamura,M.Takeo and 
Y.Maeda ; Chem.Express,JL641 (1993) 
12)中岡元信、南広己、武尾正弘、前田嘉道；繊学誌、旦」57
(1995) 

13)中岡元信、内田昌宏、武尾正弘、前田嘉道 ；繊学誌、 翌，
601 (1997) 
14)中岡元信、武尾正弘、前田嘉道；和歌山県工業技術セン
ター 平成7年度研究報告、 p.25,(1995) 
15) M.Nakaoka,K.Takatani,M.Takeo and Y.Maeda ; 
1995 Intetnational Chemical Congre認 ofPacific 
Basin Societies.Book of Abstracts,6-194 Honolulu 
(1993) 

学位取得者

中岡元 信

学 位：工学博士
平成 9年10月23日 姫路工業大学
より授与されました。
学位論文名
『捺染系染色排水の処理に関する

研究』

内容 ：
染色排水の中で、綿織物捺染系排水はとくに環
境負荷が高く、処理のきわめて困難な排水である。
これまで主に凝集沈澱法で処理が行われてきてい
るが、多量の化学性汚泥を発生するなどの問題が
あり、その適切な処理方法の確立が強く望まれて
しヽた。

本研究では、 (1)捺染系染色排水の質的、鼠的排
出特店を、一般水質項目の分析の他にゲルクロマ
トクフフィーの手法を加えて究明し、 (2)本排水に
含まれるPVA、CMC、合成染料等の主な汚濁成分
の処理性について検討を加え、 (3)それらを水系内
で溶存形態のまま除去する方法を開発し、 (4)それ
らの知見を基に捺染系染色排水の合理的、かつ効
果的な処理方法を提案した。
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高機能タンバク質利用技術の研修を終えて
化学技術部 環境技術担当 研究員阪井 幸宏

9月1日~11月30日の 3ヶ月間、つ〈ば市にある

生命工学工業技術研究所 （生命研）の分子生物部タ

ンパク質工学研究室で研修する機会を与えられまし

た。「高機能タンパ ク質利用技術の修得」という研修

題目で、タンパク質工学的研究手法の知識と技術を

身につけることが目的でした。本稿では、生命研で

行った研究の概要について報告致します。

実験テーマは、「超好熱性古殺苗Pyrococcushorikoshii 

の/3-Glycosidaseの大量発現と機能解析」でした。

このP.hoガkoshi~は100℃付近に至適生育温度を持つ嫌

気性細菌です。好熱菌は有用な耐熱性酵素を生産す

ることが知られています。このような菌の造る酵素

は高温を必要とする反応の触媒として工業的応用に

期待が寄せられています。その 1つに耐熱性の/3-

Glycosidaseも挙げることかできます。/3-Glycosidase

は、生物のエネルギー獲得に伴う糖代謝において、

重要な働きをする酵素であります。この酵素は{1-l, 

4グリコシド結合を加水分解するだけでなく、逆反

応の触媒活性も持ち合わせているのでオリゴ糖合成

の触媒として工業利用が考えられます。超好熱性古

細菌が生命の起源に近い生物であることから、単に

耐熱性酵素の生産菌としてだけではなく、生命誕生

の謎を解く鍵としても超好熱性古細菌のタンバク質

の機能解析は世界中で脚光を浴ぴています。

/3-Glycosidaseの大量発現は遺伝子組換え大腸菌

(Escherichia coli)及ぴ酵母 (Saccharomyces

cerevisiae)で行いました（表）。P.horikoshiiの{3-

Glycosidaseの読み取り枠は1,272塩基対で、423アミ

ノ酸のタンパ ク質をコードしています （図）。アミノ

酸配列から推定される分子量は50,327です。この読み

取り枠を含むDNA断片を増幅し、表のプラスミドベ

クターを用いてタンパク質発現プラスミドを構築し、

大腸菌と酵母に導入しました。その菌体を培養し遠

心分離機で集菌後、タ ンパク質を抽出 ・分離精製し

ました。タンパク質の抽出は凍結一融解で細胞を破

壊し、遠心分離で上清を分離しました。そして80℃

で10分間煮沸し大腸菌由来タンパ ク質を変性させ不

溶化し、遠心分離で上清部分を可溶性画分として分

離しました。タンパ ク質の発現確認はSDSーポリア

クリルアミドゲル電気泳動及びウエスタンプロ ット

法で行いました。/3-Glycosidaseの活性測定はGlcp

/3Np,Galp~Npを基質に用いた発色法で行いました（表）。

大腸菌内でnative態やHis・Tag態で発現させると、

発現量が増加しませんでした。また、大腸菌内で融
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図 13-Glycosidaseの塩基・アミノ酸配列

Host Vector Exoression 8-G恥 osidase

soluble insoluble 釦 tivity

pETlla X X 

E.roli pET15b X X 

BL2l(DE3) pET泣a X X 
pGEX-4T-2 △ 

゜ ゜S.cerevi• 虹• pYES2 △ 

゜INVSC:1 pYEX-BX △ 

゜
表 発現及び活性測定結果 ． 

合タンパク質として発現させると発現量は飛躍的に

増加するものの、はとんどが不溶性画分に入ってし

まいました。酵母においてはその性質上、細菌のよ

うに大量発現はできないが、ある程度の発現は確認

できました。これらの原因として翻訳後調節、レア

コドン、封入体の形成や転写・翻訳機構の異なるこ

と等、 真正細菌と古細菌の生体機構の違いが考えら

れます。そういった意味からは、酵母のほうが古細

菌由来タ ンパク牧を発現させるのに適しているとい

えます。今後、 {3-Glycosidaseをはじめとする超好

熱性古細菌のタ ンパク質の機能や性質が明らかにさ

れることを期待するものであります。
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機械システムにおける異常信号の検知に関する研究
システム技術部 電子システム担当 研究員」こ野； 吉り史~

． 

1 . はじめに

加工機や自動機に発生する不具合は、製品の品質、

精度、生産効率を低下させると共に、著しい損害 を

与えるため、不具合の早期検知、予測手法の開発が

望まれている。そこで、不具合（エ具の摩耗 ・折損、

軸受の異常振動・破損など）を検出、予測する手法

についての研究を行っている。不具合を検出する手

法として多く用いられているのは、加速度センサー

を用いて、対象となる機器の振動の変化を監視する

方法である。AE(アコースティックエミ ッシ ョン ）

や、音、温度、電動機の負荷を計測することによ っ

て監視する手法もある。 しかし、これらの手法によ

って得られた信号には、不要な情報が混在しており、

この中から、機器の状態を示す情報を効率よく抽出

する信号処理が必要となる。

ここで信号からの情報抽出に重要な役割を果たす、

信号処理の手法についていくつか紹介する。

2. フーリエ変換

計測したデータの周期性や相似性の特徴を検出す

る必要がある時フーリエ変換による解析は非常に有

効である。 しかし、信号の時間に関する情報を失っ

ているため、解析結果から局所的事象の存在を見い

だせない短所がある。図ー 1は、 ドリルによる穴開

け加工時のワーク振動を加速度センサーによって検

出し、フーリエ変換を施した結果である。 7kHz~

12kHz間に送り派の違いが振動の周期成分の差とし

て現れていることが分かる。

． 丑馴嵐且l』1.J」J.J. J』1場合
ふ土」［鳳1.1.1.I.J.J.I」1..1.l 

.. ,1 ―|場合

a)刃の送り量

0.5mm/secの

b)刃の送り量

0.7mm/secの

（図ー 1) フーリエ変換による解析結果

3ウエープレット変換

ウエープレ ッ ド解析は、時刻（場所）と周波数が

同時に解析できる処理方法である。フーリエ解析と

比較すれば、周波数の分解能を落として時刻の籾度

を上げた方法と言う事が出来る。データ解析の特徴

として、事象の発生時刻の情報を容易に扱うことが

でき る。

図ー 2は、外輪上に剥離が発生しようとしている

スラスト型軸受（転動体数 ：3個）の振動を計測し、

1回転分のデータにウエープレッド変換を行った結

果の一部である。 3個の転動体が剥離が発生しよう

としている場所（矢印）を通過する際に発生する急

峻な振動の変化を良く捉えていることが分かる。

4対象化ドットパターン (SOP)

SDP (Symmetrized Dot Paterns 1> は、音押

る令る必ふふ傘++ふ

：且
円ー ・II 1 a)振:波形

↓ ↓ ↓ りェ -7'~叶変換

!> !'叫ー 日曲一bl解析し

（図ー 2)ウェーブレット変換による解析結果

解析において多く用いられている手法であって、対

象となるデータの特徴、微小な変化を視覚的に分か

り易い形に変換して表現する方法である。対象とな

るデータから任意の時間間隔で複数個のデータを抽

出し、その値から再構築した座標によって表される

点の集合として信号を変換表示する手法である。

a)正弦波 b)a)に対して c)a)の全体に

周波数：IKl!z,P-P:3. SY 周波数：IOKl!z, P-P:O. SY 周波数： 250Hz, 

の正弦波を1.5周期分 P-P : 0. SVの正弦波を重

重畳した場合 畳した場合

（図ー 3)SDPによる変換結果

5. まとめ
機器の不具合を判断する際、熟練技術者は、手で

触れて振動や温度、表面の状態を理解し、耳で音を

聞き、目で形態を見るなど五感によって多くの情報

を得る。そして、これらの情報から総合的に判断す

る。この触って、聞いて、見て判断していたことを

代行して行おうとした場合、、単一のセンサー、単独

の信号処理方法だけで行うことは困難であり、複数

のセンサーから得られる複数の情報を集めて判断す

る必要がある。

現在、ウエープレ ッ ト変換を応用した軸受破拍発

生子知 2)、フライス加工時の刃のチ ッピング検出法、

SDPを応用した不具合検出手法、ドリ ルの折損予測

手法等について研究中であり 、幾つかはすでに手法

を開発している。今後さらに研究を進め、それぞれ

の手法を統合することによ って実用システムを構染

したい。

6参考文献
1) Clifford A.Pickover, "On the use of symmetrized dot 

patterns for the visualcharacterization of speech 

waveform and other sampled data" J.Acoust.Soc.Am. 
80 (3) ,Sept.1986 

2)上野吉史、森和男、笠島水占、吉岡武雄；離散ウエープレ ッ

ト変換を応用した転がり軸受の剥離発生予知；精密工学
会誌，Vol.61,No.4,1995
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設備紹介（平成9年度日本自転車振興会補助設備）

1放射電磁界イミュニティ試験システム

メーカー：松下イ ンターテクノ株式会社

型式： SMYOl 

システム構成：放射電磁界イミュニティソフトウェア

信号発生器： lOKHz-1 GHz]; 人上/AM,FM,AM+ FM変

調可

広帯域パワーア ンプ： lOKHz-1 GHz以上

パイコニカルアンテナ： 20MHz-300MHz 

使 途 ：電子機器及ぴ装覆が空間伝搬の外来電磁波に

より、誤動作等を生じないかを試験 ・検査す

る。IEClOOO-4 -3 ,CISPR24,ENV50140等

各種規格に準拠した規格試験及ぴ耐性能力試

験、電磁界分布測定が行える。

襦助物件
祖 9年度B*自転重蠣肩会

証亀訊イミューア—一ィー拭騒システム
型式.SMY01他
松下インターテクノ社 製）

2伝導電磁界イミュニティ試験システム

メーカー ：松下イ ンターテクノ株式会社

型式： FET-500 

システム構成 ：伝導電磁界イミュニティソフトウェア

信号発生器： lOKHz-1 GHz/ AM,FM,AM+ FM変調可

広帯域パワーア ンプ： 10KHz-220MHz/30-200W 

EMクラ ンプ ：150KHz-lOOOMHz-150W 

使 途：電子機器及ぴ装置が、機器に接続されている

ケープルを伝搬して進入して くる外来電磁波

により、誤動作等を生じないかを試験・検査

する。

IEClOOO-4 -6 ,CISPR24,ENV50141各種規

格で規定された電磁波をEUTに対して電源線

及ぴ信号線や他ライ ンに注入し誤動作の有無

を判定する。

................. 
..... イミュニ,,_.. ,,,.o 

•• EFT-500• .. ,,,_曹,,,. 
~ 

- • . : ¥ 

ー

3. シャルピー衝撃試験機

メーカー：鞠束京衝機製造所

型 式 ：ICL-30 

仕 様：本体 ：ひょう龍300N-m、AL-II型ハンマー

JIS 3, 4, 5号試験片用ゲージ付

テストピース冷却用恒温槽 ：ー40℃-o℃ 
関連規格： JIS B7220,B7740,Z2202,Z2242 

使 途：鉄銅・非鉄金属材料及ぴその製品の靱性 ・脆

性を測定・ 評価する。試験方法は、試験片を

40mm隔たっている左右の受け台で支え、かつ

切欠き部を受け台間の中央に囲いて、切欠き

部の背面をハンマーの最下位罰でハンマーの

一回の衝撃で破断し、試験片の衝繋値を測定

する。

4精密汎用旋盤

メーカー：大日金属工業株式会社

型 式： DL-65 

仕 様：ベッド上の振り： 650mm 

往復台上の振り： 380mm 

最大切削力 ：630kg 

制御装買： FANUC SYSTEM 20-TA 

使 途：試作機・粕密部品等の切削加工及ぴ切削刃物

であるパイト等の寿命予測並ぴに破壊現象予知

の研究開発に用いる。
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酒造用水の探索
生活産業部部長怜j r.t. 己 ，
 
ヽ`る'

． 

． 

酒造には多量の良質の用水を必要とし、また、水

は原料の一部として重要である。

酒造用水として全国的に最も有名なのは、「灘の宮

水」であるが、良水は全国各地に存在する。

和歌山の酒造用水の探索は、昭和8年頃、 三田村

豊技師等に より「和歌山市内優良酒造用水の探索」

が行われ、昭和 9年度「中之島井戸の酒造価値研究」

において「阿弥陀寺の井戸水」を使用した試験醸造

の結果、酒母仕込み用水として良好であったことか

ら、その後「寺水」と称して和歌山市内の各酒造場

が仕込水として用いてきた。

中之島地区は、紀ノ川とその支流で和歌山市の中

心部を流れ、和歌山城の外堀に続く大門川にはさま

れた地場産業の染色工場が隣立する工場地域である。

昭和30年代には、日本経済も高度成長期に入り、

水冷式冷房機（クーラー）の普及と共に各製造業で

の地下水汲揚量の増加や建築プームによる紀ノ川で

の砂利採取が盛んに行われたため、各地で地盤沈下

や井戸水が干上がるという現象が生じてきた。

「阿弥陀寺」の井戸も水罷が激滅し、いつ干上が

るかも知れないと云う危機感に酒造業界の要望もあ

り、今井武技師を中心に南方研究生 （現在鞠世界一

統会長）等の協力を得て、昭和36年から38年の 3年

間で和歌山市内の地下水242点の水質調査を行った。

この頃には、一般家庭でも上水道が普及し井戸水

の採取が困難となっていたため、寺院、神社を対象

とし、また周辺で井戸を保有している民家を紹介し

て頂くなどして、 1週間に約10点の試料を採水し分

析を実施した。そして、昭和37年に和歌山城西部の

高台で雑賀屋町、和歌山酒造組合周辺の水質が良好

であることが判明した結果、組合敷地内に井戸を掘

り抜くことになった。水質は、当初亜硝酸を検出し

たが、酒造りに有害な成分である鉄や有機物含最の

少ない良水であったため、水質の安定した昭和38年

度に南方酒造（株）において試験醸造が行われた。

昭和40年の酒造期には 「寺水」の硬度が14まで上

昇すると共に水量が激減し使用不可能となったので

代わって「組合井戸水」を用いた酒造りが行われる

ようになった。

ところが、昭和51年に酒造組合の北方100mの地点

において、地上9階地下 2階のビル （ホテル東急イ

ン）工事が着手されることになった。そこで水質の

悪化が懸念されたため、酒造組合と工事者側で何度

か事前協議が行われ、基礎工事の時期は酒造期を避

けることや地下水への影響を最小限にとどめる工法

についても検討され、無騒音、無振動工法といわれ

るアースドリルエ法が採用された。また、工事前後

の水質分析も精力的に行った結果、基礎工事中にク

ロールや硬度の変動があり、亜硝酸やアンモニアも

微罷検出されたため、危機感から組合敷地の西側に

新井戸を掘り抜いた。幸いにも基礎工事終了後は亜

硝酸、アンモニアも不検出となり、水質も安定し極

端な悪化は回避された。

昭和57年度には、 20年前に行った井戸水の再調査

を試みたが、上水道の普及で取壊された箇所が多い

中で残存していた井戸は、いずれも60cm以上水位が

上昇し水量の回復が認められた。これは、 40年代以

後から紀ノ川での砂利採取禁止、製造業や一般家庭

で地下水の使用が減少したことも一因と思われる。

寺水と組合井戸水の水質

定性 格分析 定 量 分 析

ppm ppm 
ppm 硬度

ppm 有攪物
名 祢 年月 硝綬 亜硝護 アンモニア KMnO, 唸/100叫 ppm穴,-.燐陳 鉄

情CaO CaCOJ 

寺 水 S. 9 .11 多量 不検出 不検出 85.0 瞑跡 1.3 7 .8 139.6 

（阿弥陀寺）
不検111不検出35.11 多駄 69.0 2.0 0.01 1.9 11.4 204.0 

39.11 多黛 不検出 ィ検出 76.9 2.0 0.01 3.2 14. 7 263.1 

57 .8 多量 痕騎 不検出 36.9 2.0 0.01 0.8 8. 7 155.4 

組合井戸 S.38.11 多駄 ィ検出 不検出 37 .5 0.5 0.01 1.9 6.9 123.5 

(II● I) 
多量 碩粋 不検出40. II 34 6 0.5 0.01 1.3 9.1 162.9 

52.10 多絨 不検出 不検出 30.4 0.4 0.01 0.8 6.9 123.5 

H. 9 .II 多駄 ィ検II¥ィ検出 31.8 0.6 0.01 0.9 7 .4 132.6 

糾介井戸 S .52 IO 多髪 ィ検/JIィJ貪m34.4 0.3 0.01 0.9 6.9 123.5 
（新）

少及 不検II.¥ィ検/1¥H. 9 .II 27 .4 0.9 0.01 0 9 5.9 104.5 

経常研究として行ってきた水質調査も、平成 8年

からは酒造組合よりの受託研究として継続し、新旧

両井戸の水質も良好で現在に至っている。

水質調査は、地下水査源の確保と自然環境保護に

欠かせない重要な役割を果たしており、今後は水質

のほか水量の把握も重要である。また、水質、水龍

の変動データは、 地裳予知等の参考査料にもなり得

るので今後とも水質調査の継続を願う次第である。

参考資料

和歌山県工業試験場業務報告・年報

昭和8, 9, 36, 37, 38, 57年度
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材料技術部部長 村渭り 寿t

3月末での退職を控え、 34余年間の工業技術セン

ターに在職中、特に、印象深い思い出を振り返ると

ともに更なる期待を感じつつ思いを綴った。

昭和39年 2月工業試験場勤務を拝命した。当試験

場に至るまでの民間での経験を活かし決意を新たに

して職場についた。当初予期せぬ職場に配属され、

戸惑いと不安があったが良き先輩、良き友人に恵ま

れ、日常業務を楽しく遂行させていただいた。

採用された昭和39年は、東京オリンピ ック開催、

高速道路開通などもあり、私にとって特に印象深い

年であった。以来、世の中は非常なスピードで変化

してきた。当試験場においても、関係業界にかかる

数々の問題解決に積極的に取り組み、各種の県単独

事業はもちろん国補事業にも着手するとともに、依頼

試験、商品開発、技術指導等に積極的に取り組んだ。

商品開発については和歌山県内繊維業界も繁忙を

きわめており、衣料、生活用品の開発が目立った。

新しい商品開発を目指す途中、工場内の環境が悪い

（高温、多湿） 中でドビー装置の調整に取り組んだ

日々、また、冬期の寒い工場内でストープにあたり

ながら試験織にかかわった日々など数限りなく思い

出される。

技術指導面においても昭和40年代から50年代前半

にかけては企業より持ち込まれる試験織に多忙を極

めた。色合い、柄、組織面に注意し物作りに努力し

た。このころから、衣料品から産業査材にも注目し、

あらゆる商品開発に協力した。特に、乳児、老人向

け査材布、表裏異種繊維、繊度と密度を異にする査

材布の物作りなどに苦慮しながら企業との共同での

製品作りを積極的に進めた。

それらと並行して国、県の指導のもとに騒音問題

が取り上げられた。業種的にも織布工場の環境は決

してよ〈なく、騒音規制対策は各企業で頭痛のタネ

となっていた。そんななか、ある企業からの申し出

により深夜境界線上の騒音測定に苦労したことが思

い出深い。

昭和55年には、親愛なる同僚を突然失い悲しみは

どん底に、しかし、一致団結して職場を明る＜、心

を新たに職務にはげんだ。そんなころ夜間での研修

事業も幾たぴか実施した。

昭和から平成に移るとセンターの再編整備に伴い

ハード、ソフトの両面においてセンターが変貌した。

地方の公設試は限られた人材、設備の中で個々の技

術力を結集し複合化を進め新しい技術分野を開拓し

つつある。

数々の県内企業にあっては依然として旧態のまま

推移している業種もあると思う 。しかしながら、企

業に よっては、何か新しい物を見出そうとする気運

が感じられ、業界全体の急速な浮場は望めずとも、

新しい取組みもみられ、外部依存型から脱却した新

しい企業形態が確立しつつあることは喜ばしい。

今こそ公設試験研究機関は、地域業界との連携を

図り、地域産業振興の先導役として数々の技術の発

信基地となるべきであろう。

当センターにおいても、メカト ロニクス、ケミカ

ル関連部門が強化されつつあり、県内企業の特色と

時代背景を組み入れたセンターづくりがなされよう

としている。しかし、地場産業の重要性に目を据え

地域に密着した事業の取組みもまた重要と考える。

研究員一同、査質の向上に一層研鎖され益々工業技

術センターの存在価値が高まることを望む次第であ

る。昨今の状況から鑑みると、技術センターの果た

す役割は何かにつけ厳し〈問われるのは必定、全職

場一丸となり知恵と工夫をこらし飛躍されんことを

望み私の退職にあたっての雑感とします。

． 

． 

編 集後記
今年度、最後のテクノリ ッジです。

平成 9年10月に学位を授与された化学技術部

中岡元信主任研究員の研究内容を紹介。また、

今年3月31日付で、定年退職される生活産業部

南部長、材料技術部神前部長に記事を書いてい

ただきました。今後もお元気で活躍されますよ

うに。
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